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まちを元気に！

寄附金の使い道
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数
字
で
見
る

足
寄
町
の

ふ
る
さ
と
納
税

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

　
足
寄
町
で
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
足
寄
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
基
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
寄
附
件
数
、
寄
附
金
額
と
も
に
前
年
を
大
幅
に
上
回
っ
た
背
景
や
、
足
寄
町
に
寄

せ
ら
れ
た
全
国
か
ら
の
応
援
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

話
題
沸
騰
中
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
ふ
る
さ
と
寄
附

金
）」
と
は
、
人
口
流
出
な
ど
で
悩
む
自
治

体
と
都
市
部
と
の
格
差
を
な
く
そ
う
と
、
平

成
20
年
に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

に
は
「
納
税
」
と
い
う
言
葉
が
入
り
ま
す
が
、

実
際
は
地
方
公
共
団
体
へ
の
「
寄
附
」
に
あ

た
り
ま
す
。

　

寄
附
を
し
た
場
合
、
２
０
０
０
円
を
超
え

る
額
に
つ
い
て
一
定
の
限
度
ま
で
住
民
税
と

所
得
税
が
控
除
さ
れ
、
対
象
の
自
治
体
か
ら

返
礼
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
潜
在
的
な
市
場
規

模
は
２
兆
４
０
０
０
億
円
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
足
寄
町
ブ
ラ
ン
ド
」
に
全
国
が
注
目

　

そ
ん
な
大
規
模
な
市
場
に
挑
戦
す
る
た
め
、

生
産
者
と
の
協
力
が
要

　

総
務
省
の
平
成
27
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
自

治
体
別
寄
附
金
額
調
査
で
は
、
十
勝
で
第
５

位
を
記
録
。
ま
た
、
寄
附
件
数
、
寄
附
金
額

と
も
に
前
年
の
約
３
倍
と
な
る
な
ど
、
生
産

者
と
行
政
が
協
力
し
た
結
果
が
目
に
見
え
る

数
値
と
し
て
現
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
随
時
、
寄
附
者
に
お
礼
の
品
と
し

て
贈
呈
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
礼
の
品
は
、
足
寄
町
の
魅
力
発
信
に
つ

な
が
る
も
の
で
、
か
つ
、
町
内
で
生
産
・
採

取
・
加
工
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
等
が
行
わ
れ

て
い
る
商
品
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

足
寄
町
で
は
平
成
26
年
６
月
か
ら
町
外
に
住

む
方
か
ら
１
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い

た
場
合
に
、
全
国
で
人
気
の
農
畜
産
物
や
、

町
の
特
産
品
な
ど
の
贈
呈
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で
は
、

日
本
最
大
の
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
へ
掲
載
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
で
の
寄
附
を
可
能
に
。

　

決
済
方
法
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寄

附
を
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
内
の
〝
み
ん
な
が
選
ぶ
お
礼
の

品
Ｔ
Ｏ
Ｐ
30
〟
加
工
品
等
の
部
門
で
、
あ
し

ょ
ろ
チ
ー
ズ
工
房
の
チ
ー
ズ
詰
め
合
わ
せ
が

第
４
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

　

町
産
野
菜
や
、
そ
の
他
の
返
礼
品
も
徐
々

に
申
し
込
み
数
が
増
え
る
な
ど
「
足
寄
町
ブ

ラ
ン
ド
」
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

●
北
海
道
の
観
光
地
で
、
オ
ン
ネ
ト
ー
が
一
番
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
、
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
か
ら
も
、
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。

松
山
千
春
さ
ん
の
フ
ァ
ン
で
実
家
も
行
っ
て
み
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
足
寄
は
素
敵
な
ま
ち
で
し
た
。

●
大
学
時
代
、
車
で
旅
を
し
た
際
に
寄
り
ま
し
た
。
素
敵

な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
度
、

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
で
い
た
だ
い
た
チ
ー
ズ
が
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
チ

ー
ズ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
以
前
、
観
光
で
オ
ン
ネ
ト
ー
に
行
っ
た
事
が
あ
り
ま
す

が
、
非
常
に
神
秘
的
な
湖
に
感
動
し
ま
し
た
。
今
後
と

も
素
敵
な
自
然
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
安
全
で
お
い
し
い
農
産
物
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

●
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
で
何
度
か
お
世
話
に
な
り
、
自
然

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
ラ
ワ
ン
ブ
キ
の
美
味
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
特
産
品
だ
と
思
い
ま
す
。

●
松
山
千
春
さ
ん
の
歌
が
好
き
で
、
足
寄
町
が
出
身
地
と

知
り
、
寄
付
を
決
め
ま
し
た
。
よ
り
良
い
町
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
観
光
で
訪
れ
た
際
、
自
然
が
素
晴
ら
し
く
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
お
い
し
さ
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

●
オ
ン
ネ
ト
ー
の
美
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
調
整
担
当
（
☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３

１
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
附
者
の
意
向
に
応
え
る
た
め
に

　

寄
附
者
か
ら
は
お
礼
の
品
に
つ
い
て
の
感

想
の
他
「
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
声
も
届
い
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
ふ
る
さ
と
足
寄

応
援
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
、
寄
附
を
さ

れ
た
方
の
意
向
に
沿
っ
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
寄
附
金
の
使
途
希
望
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
２
つ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
足
寄

町
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
方
々

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自治体別寄附ランキング

十勝で第５位
寄附件数前年度比

約３倍
寄附総額

約１億７０００万円
応
援
の
声
が
続
々
と

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

足寄町への都道府県別寄附件数ランキング

順　位 都道府県 件　数

1 東 京 都 3,225件

2 神奈川県 1,395件

3 愛 知 県 1,007件

4 大 阪 府 892件

5 埼 玉 県 725件

6 千 葉 県 672件

7 兵 庫 県 604件

8 北 海 道 503件

■地域産業の振興を支援する事業

　農林業の担い手育成や、生産性向上の 

ための支援、地域資源を生かした商品開 

発などを支援します。

■次代を担う子どもたちを育む事業

　保育や学習環境の充実、子どもを安心 

して育てることができる環境づくりや子 

育て家庭に対する支援に取り組みます。
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７
月
９
、
10
日
に
足
寄
高
等
学
校
（
林
満

彰
校
長
）
で
第
58
回
観
岳
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ　

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
～
今
し

か
な
い
こ
の
時
を
～
」
の
テ
ー
マ
の
下
、
生

徒
た
ち
は
自
ら
考
え
た
数
々
の
催
し
で
、
学

校
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

な
ど
で
行
わ
れ
、
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
自
由
発
表

や
部
局
発
表
、
模
擬
店
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
町
民
ら
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

足寄高等学校 第58回観岳祭

3 A

2 A

1 A

2 B

1 B

投票区 投　　票　　所
投　票　率

今　回 前　回

１ 足 寄 町 役 場 64.05％ 62.71％

２ 足 寄 小 学 校 体 育 館 72.04％ 68.27％

３ 旭 町 母 と 子 の 家 66.55％ 67.81％

４ 下愛冠コミュニティセンター 60.22％ 57.48％

５ 中足寄集落センター 72.50％ 67.94％

６ 螺 湾 寿 の 家 67.94％ 62.86％

７ 上足寄集落センター 84.52％ 80.68％

８ 鷲 府 集 会 所 76.30％ 71.72％

９ 上利別基幹集落センター 57.71％ 64.58％

10 大誉地集落センター 69.35％ 73.91％

11 芽登生活改善センター 59.24％ 56.22％

12 茂喜登牛集落センター 61.62％ 58.16％

合　　　　　　　　計 68.03％ 65.73％

選挙区開票結果

かきき　克　弘 １，０１０

はちろ　吉　雄 ７３３

長谷川　　　岳 ７２２

水 越 寛 陽 １５

佐 藤 和 夫 ３１

徳 永 エ リ １，２０７

森　　　つねと ２０１

森山　よしのり ３０

中 村 　 治 ３２

飯 田 佳 宏 ２７

選挙当日の有権者数 ６，０９０人

男 ２，９１７人

女 ３，１７３人

投票区別投票率（選挙区）

比例代表開票結果
（名簿登載者の得票を含む政党等得票総数）

社 会 民 主 党 ６４.000

国 民 怒 り の 声 ２８.111

おおさか維新の会 ９４.571

公 明 党 ４３４.000

日 本 共 産 党 ２３２.000

幸 福 実 現 党 ２２.000

自 由 民 主 党 １，３５０.427

新 党 改 革 ２３.000

日本のこころを 
大 切 に す る 党 ３１.000

生活の党と山本 
太郎となかまたち ４３.000

民 進 党 １，４９８.888

支 持 政 党 な し ６５.000

・有効投票数 4,008 ・不 受 理　0
・無効投票数   135 ・持ち帰り　0
・投票者総数 4,143

・有効投票数 3,887 ・不 受 理　0
・無効投票数   257 ・持ち帰り　0
・投票者総数 4,144

第24回　参議院議員通常選挙

　

国
の
進
路
を
決
め
る
「
第
24
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
が
７
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
投
票
率
（
選
挙
区
選
挙

の
町
内
各
投
票
率
は
表
の
通
り
）

は
、
前
回
平
成
25
年
の
同
選
挙
に

比
べ
、
選
挙
区
選
挙
で
２
．
３
ポ

イ
ン
ト
上
回
る
68
．
03
パ
ー
セ
ン

ト
、
比
例
代
表
選
挙
で
も
２
．
32

ポ
イ
ン
ト
上
回
る
68
．
05
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。

　

本
町
で
の
得
票
結
果
な
ど
は
次

の
通
り
で
す
。



まちかどまちかどまちかど

67

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

まちかどまちかどまちかど

　足寄ロータリークラブ（石川勲会長）があ

しょろ銀河ホール21イベント広場にて奉仕活

動を実施しました。足寄町農業協同組合から

提供を受けたラワンぶきを販売し、その売上

金を基として、町認定こども園どんぐりに「ま

まごとセット」を寄贈するための事業で、会

場には多くのお客さんが訪れていました。

６.26 道の駅で奉仕活動

　水泳少年団に加入していない小学生を対象

としたジュニア水泳教室（全６回）が温水プ

ールで開かれ、31人が参加しました。子ども

たちは水着に着替えると、学年別に練習を開

始。水泳が苦手な低学年は顔を水に付ける練

習やビート板を使ったバタ足のやり方など、

水泳の基本を学びました。

６.18 生演奏に親しむ

６.17 楽しく泳ごう！

　東京都内を中心に活動している「クラリネ

ットアンサンブル・トゥーキューブ」のロビ

ーコンサートが町民センターで開催され、約

１８０人が来場しました。メンバーには本町

出身者もおり「上を向いてあるこう」や「ト

トロメドレー」など幅広い楽曲を演奏し、会

場は心地よい音色に包まれました。

７.３ 力強く駆け上がる
　ばんえい競馬「第９回足寄町産駒記念レー

ス」が帯広競馬場で開催され、町内生産の２

歳馬８頭が出走しました。５００㎏近い重り

を乗せた鉄そりを引きながら２カ所の坂を力

強く駆け上がる姿に、競馬ファンらから熱い

声援が送られました。レースは、留田邦彦さ
ん

生産のジェイハートが１着でゴールしました。

　一般町民を対象とした英会話教室「マット

と英会話」（町教育委員会主催、全４回）が

町民センターで行われ、12人が参加しました。

参加者は、町国際交流員のマット・フェルス

キさ
ん指導の下、ノックノックジョークという

言葉遊びやＲやＴを多く含んだ早口言葉など

を通して、英会話を楽しみました。

７.13 楽しく英語を学ぼう

　アショロア発見40年記念移動展が、町民セ

ンターロビーで開催されました。足寄町茂螺

湾で最初の大型動物の化石が発見されてから

40年を記念し、ロビーにはデスモスチルス歌

登標本や全長８メートル実物大のヒゲクジラ

のポスター等が展示され、来場者の目を引き

付けていました。

交通安全を呼び掛ける

７.９ 発見40年を記念して

　町へき地保育所（芽登・上利別・螺湾）合

同の園児による交通安全運動パネル展が、あ

しょろ銀河ホール21で開催されました。夏の

交通安全運動（７月11日～20日）に合わせて

行われているもので「飲酒運転禁止」「居眠

り運転注意」など、色とりどりの園児たちの

力作30点が展示されました。

　また、螺湾小学校（小林善仁校長）と足寄

交通安全協会螺湾支部、螺湾老人クラブなど

の主催による交通安全キャンペーンがらわん

蕗の里前で行われ、同校児童など30人が参加

しました。児童会長の野崎泉さ
んは「交通事故

が一つでも無くなるよう、心を込めてカード

を渡しましょう」とあいさつ。「交通ルール

を守りましょう」などと書かれた手作りのカ

ードやパンフレットを手渡しながら、交通安

全を呼び掛けました。

7．8　交通安全運動パネル展

7.12　螺湾地区交通安全キャンペーン
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町
税
は
大
切
な
自
主
財
源

～
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
！
～

　

町
税
（
道
・
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
）
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
福
祉

や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自
主
財
源

で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
公
平
な
負
担
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

適
正
な
医
療
給
付
等
を
行
う
た
め
、
町
税
と

同
じ
く
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

税
金
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の
保
有
状
況

等
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ
た
方
は

定
め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
送
付

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
に
従
い
給
与
や

預
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
財
産
の
差

し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
税

金
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
割
合

で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
15
日
、
ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
に
よ

る
「
み
ん
な
で
走
ろ
う
�
陸
上
教
室
」
が
足

寄
小
学
校
（

根
広
至
校
長
）
で
開
催
さ
れ
、

体
育
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
陸
上
部
の
選

手
、
コ
ー
チ
ら
が
５
年
生
51
人
を
対
象
に
走

り
方
な
ど
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
足
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
す
る
ゲ
ー

ム
感
覚
を
取
り
入
れ
た
補
強
運
動
や
、
選
手

ら
も
交
え
て
の
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、

運
動
会
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
児
童
か
ら
「
食
事

に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
町
出
身
の
清
水
美
穂
選
手
は

「
今
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
は
逃
し
ま

し
た
が
、
４
年
後
出
場
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
夢
を
叶
え
る
た

め
に
色
々
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
負
け
な
い
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

納
付
で
き
な
い
と
き
は
、
必
ず
相
談
を
！

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
一
刻

も
早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
を
放
置
し

て
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、

あ
な
た
の
経
済
的
事
情
や
社
会
的
信
用
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
　
細　

役
場
住
民
課
税
務
室
収
納
担
当
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町税等収納率滞納処分件数・金額実績

上段：平成27年度　下段：平成26年度かっこ内は税金に充てた金額

処分財産 平成25年度 平成26年度 平成27年度

給 与
２件 ２件 ０件

（ 62千円） （207千円） （  0千円）

預 貯 金
９件 ７件 ５件

（341千円） （127千円） （304千円）

生命保険
０件 １件 ２件

（  0千円） （205千円） （133千円）

不 動 産
０件 １件 ０件

（  0千円） （500千円） （  0千円）

そ の 他
６件 15件 12件

（668千円） （463千円） （360千円）

町税等種別
過年度
課税分

現年度
課税分

固定資産税
38.6％ 99.7％

46.7％ 99.4％

軽自動車税
43.3％ 98.9％

41.0％ 98.8％

道・町民税
45.7％ 99.6％

43.7％ 99.4％

国 民 健 康
保 険 税

41.0％ 98.0％

37.5％ 98.2％

法人町民税
47.2％ 99.6％

滞納なし 99.4％

足
寄
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
て
い
ま
す

　

平
成
７
年
９
月
14
日
、
足
寄
町
議
会

で
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決

議
」
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
受
け
平
成
７

年
11
月
１
日
、
足
寄
町
は
「
非
核
平
和

の
ま
ち
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
一
人
一
人
の
生
命
と

く
ら
し
を
守
る
た
め
、
非
核
三
原
則
の

堅
持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て
宣

言
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
宣
言
を
通
じ
て
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
、
平
和
の
尊
さ

を
提
唱
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
宣
言
文
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
平
和
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
宣
言

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
世
界
で
唯
一
の

核
被
爆
国
、
日
本
国
民
共
通
の
悲
願

で
あ
り
、
足
寄
町
民
の
心
か
ら
の
望

み
で
あ
り
ま
す
。

　

核
兵
器
が
、
世
界
の
平
和
と
人
類

の
生
存
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
つ
つ

あ
る
今
日
、
私
た
ち
は
核
兵
器
の
廃

絶
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
美
し
い
郷
土
を
守
り
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
子
孫
に
伝
え
る
た

め
に
も
、
我
が
足
寄
町
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
に
、
平
和
を
求
め
る
心
を

養
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
非
核
三
原
則
の
堅

持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
明

る
く
住
み
良
い
幸
せ
な
町
民
生
活
を

守
る
決
意
を
表
明
し
、
こ
こ
に
足
寄

町
は
「
非
核
平
和
都
市
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
部
が　
　
　

　
　
　

足
寄
小
学
校
に
来
ま
し
た

新
人
を
紹
介
し
ま
す
（
７
月
１
日
付
）

渡邊　明美
国民健康保険病院

看護師

・
年
齢　

55
歳

・
出
身　

音
更
町

・
趣
味　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
雪
の
多
い
岩
見
沢
市
か
ら
来
ま
し
た
。
寒
い

の
は
苦
手
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
」

青木 菜々子
国民健康保険病院

看護師

・
年
齢　

24
歳

・
出
身　

足
寄
町

・
趣
味　

旅
行
、
料
理
、
運
動

「
地
元
に
帰
っ
て
き
た
の
で
、
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。
ケ

ア
だ
け
で
な
く
心
の
込
も
っ
た
看
護
が
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」

大原　弘美
国民健康保険病院

看護師

・
年
齢　

46
歳

・
出
身　

足
寄
町

・
趣
味　

旅
行
、
ド
ラ
イ
ブ

「
こ
れ
ま
で
の
看
護
師
経
験
を
生
か
し
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
入
院
、
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
寄
り
添
っ
た
看
護
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」
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足寄町国民健康保険病院

あなたの声をまちづくりに
◆Ａメールはまちづくりの参考に
◆まちづくり懇談会は直接対話の場

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の 

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な 

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
町
行
政
に
対
し
て 

感
じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る 

こ
と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に 

生
か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な

「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」
の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

ど
、
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ 

メ
ー
ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ 

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な 

ど
、
す
べ
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住 

所
、
氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な 

い
も
の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た 

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な 

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み 

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
致
し 

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す 

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠 

慮
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
場
で
す
。

対
　
象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
24
地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
こ
と
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
ま
す
。

内
　
容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し
ま

す
。

申
込
先
・
詳
細
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足寄消防署より

　

救
急
の
日
は
、

「
９
（
き
ゅ
う
）

９
（
き
ゅ
う
）」

の
語
呂
合
わ
せ
か

ら
、
厚
生
労
働
省

に
よ
っ
て
昭
和
57

年
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、

救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
国
民
の
救
急
医
療
や
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
意
識
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

～
救
命
の
第
一
歩
は
応
急
手
当
か
ら
～

【
応
急
手
当
】

　

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
場
合
、
ま
ず
は

速
や
か
に
１
１
９
番
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
い
か
に
早
く
応
急
手
当

を
行
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
病
人
や
け
が
人

を
救
う
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
な
ど
を
身
に
付
け
て
お
く
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
】

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
け
い
れ
ん
状
態
の
心
臓
に
電

年
間
出
動
件
数�

（
７
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

２
０
０
件
（
29
件
減
）

火
災
出
動�

５
件
（
２
件
減
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、
心
臓
を
正
常
に
働

か
せ
る
医
療
機
器
で
、
一
般
の
方
で
も
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心

肺
蘇
生
法
に
加
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ

と
で
病
人
や
ケ
ガ
人
が
助
か
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

▼
普
通
救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
　
　
時　

９
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
９
時

場
　
　
所　

町
消
防
総
合
庁
舎
団
員
研
修
室

内
　
　
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
止
血
法
な
ど

対
　
　
象　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
（
定
員
30
人
）

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

　

な
お
、
各
事
業
所
・
団
体
・
自
治
会
等
で

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先
・
詳
細

 

足
寄
消
防
署
☎
25

－

２
６
１
９

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
25

－

５
８
５
８

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金

　

経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す
る
市
町
村
に
対

し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
、
本
町
は
２
５
，
４
９
７
千
円
の
交

付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ
び
住
民
の
健
康

促
進
を
図
る
た
め
、
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
運
営

費
に
充
て
ま
し
た
。

地域福祉の
向上を図っています
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
45
回

　
過
信
は
禁
物
！
「
も
っ
た
い
な
い
」「
ま

だ
大
丈
夫
」
は
危
険
！

　
～
危
な
い
電
気
製
品
の
話
～

　

皆
さ
ん
は
「
経
年
劣
化
」
っ
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
家
電
製
品
は
使
用
期
間

が
長
く
な
る
と
劣
化
が
進
み
、
故
障
の
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
消
費
者
庁
に
よ
る
と

平
成
19
年
５
月
か
ら
27
年
３
月
ま
で
に
経
年

劣
化
が
原
因
と
思
わ
れ
る
重
大
事
故
は
２
７

９
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
か
？

約
30
年
使
用
し
た
扇
風
機
か
ら
火
花

が
出
て
、
周
り
の
ほ
こ
り
に
着
火
し
、

家
全
体
に
火
災
が
広
が
っ
て
住
民
が
重
度
の

火
傷
を
負
っ
た
と
の
事
例
や
、
照
明
器
具
で

は
内
部
の
部
品
が
古
く
な
り
過
熱
し
た
こ
と

が
原
因
で
出
火
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
が
多
か
っ
た
家
電
製
品
は
な
ん

で
す
か
？

最
も
多
か
っ
た
の
は
扇
風
機
で
、
全

て
の
家
電
製
品
事
故
の
約
３
分
の
１

に
あ
た
り
ま
す
。
他
に
は
エ
ア
コ
ン
、
換
気

扇
、
洗
濯
機
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
扇
風
機
に

よ
る
事
故
の
う
ち
、
90
％
が
製
造
後
30
年
以

上
経
過
し
た
製
品
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

換
気
扇
で
も
75
％
は
経
年
劣
化
に
よ
る
事
故

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
庁
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
扇
風
機
の
使
用
中
に
不
具
合
（
異
常
な

音
・
振
動
・
匂
い
・
発
熱
等
）
を
見
つ
け
た

人
の
う
ち
、
ほ
ぼ
半
数
が
様
子
を
見
な
が
ら

使
い
続
け
「
更
に
状
態
が
悪
化
し
た
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
経
年
劣
化
が
火
災

等
の
重
大
事
故
に
な
る
可
能
性
を
認
識
し
て

い
な
い
人
は
24
％
も
い
ま
し
た
。

長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度

　

経
年
劣
化
に
よ
る
一
層
の
注
意
喚
起
が
必

要
な
製
品
は
、
製
造
年
や
設
計
上
の
標
準
使

用
期
間
、
経
年
劣
化
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

表
示
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
４
月
以
降
に
製
造
さ
れ
た
長

期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
の
対
象
製
品
は

次
の
５
品
目
と
な
り
ま
す
。

・
扇
風
機

・
電
気
洗
濯
機
（
洗
濯
乾
燥
機
は
除
く
）

・
換
気
扇

・
電
気
冷
房
機
（
エ
ア
コ
ン
）

・
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ 

【
も
っ
と
詳
し
く
知
ろ
う
！
家
電
製
品
の
安

全
に
つ
い
て
】

　

家
電
製
品
を
安
全
に
使
う
た
め
に
、
製
品

本
体
や
取
扱
説
明
書
に
は
警
告
図
記
号
（
マ

ー
ク
）
が
付
い
て
い
ま
す
。 

知
っ
て
お
き
た
い
３
つ
の
マ
ー
ク

　
　
　
　
注
意
マ
ー
ク

　

発
火
、
破
裂
、
高
温
等
に
対
す
る
注
意
を

喚
起
す
る
マ
ー
ク
で
す
。 

　
　
　
　
指
示
マ
ー
ク

　

電
源
プ
ラ
グ
は
根
元
ま
で
確
実
に
差
し
込

む
な
ど
、
製
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
必
ず
行

う
こ
と
を
示
し
た
マ
ー
ク
で
す
。

　
　
　
　
禁
止
マ
ー
ク

　

「
分
解
・
改
造
し
な
い
」
な
ど
、
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
示
し
た
マ
ー
ク
で
す
。

《
髙
安
相
談
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
》

・
取
扱
説
明
書
は
使
用
前
に
よ
く
読
む

・
点
検
・
掃
除
を
定
期
的
に
行
う

・
異
常
を
感
じ
た
ら
使
用
を
控
え
る

　

取
扱
説
明
書
に
は
故
障
の
見
分
け
方
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
大
切
に
保
管
し
、

異
常
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
メ
ー
カ
ー
や
販
売

店
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

詳
　
細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

Q

Q

A

A

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
も

女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち

ら
も
ご
く
初
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
子
宮
や

乳
房
を
残
し
た
ま
ま
治
療
し
完
治
さ
せ
る
こ

と
も
十
分
に
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

子
宮
が
ん
と
は

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
頸
が
ん
と
子
宮
体

が
ん
の
２
種
類
が
あ
り
、
20
歳
代
～
40
歳
代

は
子
宮
頸
が
ん
が
、
50
歳
代
～
60
歳
代
で
は

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
99
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

性
行
為
に
よ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
感
染
に
よ
る
も
の
で
、
性
交
経
験
の
あ

る
女
性
の
50
～
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
度
は
感

染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
し
た
人
の
中
で
が
ん
に
進
行
す
る
の

は
ご
く
一
部
の
人
（
１
０
０
０
人
に
２
、
３

人
）
で
す
が
、
妊
娠
・
出
産
の
回
数
が
多
い
、

喫
煙
経
験
が
あ
る
、
初
交
年
齢
が
低
い
、
性

的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
多
い
人
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
初
期
症
状
が
な
く
、
見
過

ご
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
月
経

と
は
無
関
係
な
不
正
出
血
、
異
常
な
お
り
も

の
（
褐
色
）
な
ど
の
症
状
が
出
て
く
る
と
あ

る
程
度
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
早
期
発
見
に
は
検
診
が
必
要
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
に
は
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
７
割
程
度
し
か
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

20
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
２
年
に
１
回
は
子
宮
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
が
ん
検
診
で
は
「
頸
部
細
胞
診
」
を

行
い
ま
す
。
柔
ら
か
い
ブ
ラ
シ
な
ど
で
子
宮

頸
部
表
面
の
細
胞
を
採
取
し
、
細
胞
の
異
常

の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
時
間
も
１
分
程
度
で
済
み
ま
す
。

乳
が
ん
と
は

　

女
性
が
か
か
る
最
も
多
い
が
ん
で
、
発
症

年
齢
は
30
歳
代
か
ら
増
え
始
め
、
50
歳
代
が

ピ
ー
ク
で
す
。
発
症
に
は
動
物
性
脂
肪
の
取

り
す
ぎ
や
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
、
肥
満
、
遺

伝
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
深
く
関
係
し

て
い
ま
す
。
初
潮
が
早
く
（
10
歳
以
下
）
閉

経
が
遅
い
（
55
歳
以
上
）、
30
歳
以
上
で
出
産
・

授
乳
歴
が
な
い
、
肉
親
に
乳
が
ん
患
者
が
い

る
人
な
ど
は
、
乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
自
分
で
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
き
さ
が
０
．
５
～
１
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
程
に
な
る
と
、
し
こ
り
と
し
て
自
分

で
触
っ
て
分
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
期

発
見
に
は
、
日
頃
か
ら
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
こ
と
に
加
え
、
定
期
的
に
乳
が
ん
検
診

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
発
症
年
齢
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
40
歳
以
上
の
方
は
、
２
年

に
１
回
は
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
検
診
で
は
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳

房
Ｘ
線
検
査
）」
を
行
い
ま
す
。
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
は
乳
房
専
用
の
Ｘ
線
検
査
で
、
乳
房

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板
で
挟
み
、
上
下
左
右

か
ら
撮
影
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
平
ら
に
し

て
撮
影
す
る
た
め
多
少
の
痛
み
は
あ
り
ま
す

が
、
視
触
診
で
分
か
ら
な
い
よ
う
な
超
早
期

の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

足
寄
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
毎
年
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
９
月
27
日
㈫
、

28
日
㈬
に
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

詳
　
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

子
宮
体
が
ん
が

多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
通
常

子
宮
が
ん
検
診

は
、
子
宮
が
ん

の
約
７
割
を
占

め
る
子
宮
頸
が

ん
を
発
見
す
る

た
め
に
行
わ
れ

ま
す
。

▼
乳
が
ん
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
▲

　

乳
房
に
左
右
差
、
え
く
ぼ
の
よ
う
な

く
ぼ
み
や
引
き
つ
れ
が
な
い
か
、
乳
頭

か
ら
異
常
な
分
泌
物
は
な
い
か
確
認
し

ま
す
。

　

３
、
４
本
の
指
を
そ
ろ
え
、
指
の
腹

で
脇
の
下
か
ら
乳
頭
に
向
か
っ
て
渦
巻

き
を
描
く
よ
う
に
触
り
、
し
こ
り
が
な

い
か
確
認
し
ま
す
。

乳がんの発生率

対
　
　
象　

子
宮
が
ん

：
20
歳
以
上

　
　
　
　
　

乳

が

ん
：

40
歳
以
上

申
込
期
限　

８
月
26
日
㈮

取扱説明書にある警告表示例
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　本別最大のイベント「本別きらめきタウンフ
ェスティバル２０１６」が今年、第20回を迎え
ます。
開 催 日　９月３日㈯－４日㈰
場　　所　利別川河川敷地特設会場
内　　容　うまいもの市、ふわふわランド、フ

リークライミング　など
３日　・東十勝花火大会６，０００発
　　　・立江煙火保存会「伝統吹き筒花火」
４日　・キャラクターショー
　　　　「動物戦隊ジュウオウジャー」
　　　・お笑いライブステージ
　　　　「モンスターエンジン」
　　　・ＳＴＶラジオ公開録音ミニライブ
　　　　「Ｍａｙ Ｊ．」「市川由紀乃」「ちはらさき」
本別町ホームページ「きらめき特設サイト」
http://www.town.honbetsu.hokkaido.jp/kirameki/
詳　　細 本別町役場　☎２２－２１４１

銀河の森天文台「夏の観望会」第20回本別きらめきタウン
フェスティバル２０１６

　夏の星空を楽しむ観望会で皆さんのご来館を

お待ちしています。

開 催 日　８月11日㈭・12日㈮
　　　　　「ペルセウス座流星群観望会」

　　　　　８月13日㈯・21日㈰
　　　　　「火星・アンタレス観望会」

開館時間　午後２時－10時30分

※８月11日㈭－16日㈫は正午から特別開館

休 館 日　毎週月曜日・火曜日

※８月15日㈪・16日㈫は特別開館

入 館 料　大人　昼　３００円　夜　５００円

　　　　　小人　昼　２００円　夜　３００円

※小学生未満無料

そ の 他　８月のプラネタリウムは、11日㈭か

ら16日㈫まで毎日上映します。

詳　　細 銀河の森天文台　☎２７－８１００

とかち帯広空港「空の日」記念・航空まつり２０１６ 食中毒に注意しましょう

家屋実地調査を行っています

通行止めのお知らせ

　空港見学バスツアー、スポーツカイト演舞、消防車・道警ヘリのデモ

ンストレーションの他、味覚と地場産品コーナー、ビンゴゲーム大会な

ど子どもから大人まで楽しめるイベントが盛りだくさんです。

日　　時　９月11日㈰　午前10時－午後３時

場　　所　とかち帯広空港

そ の 他　ＪＡＬ航空教室および管制塔・気象施設見学、ナイトツアー

は事前申し込みが必要です。往復はがきの往信面に希望イベントと住

所、氏名、年齢、電話番号を記入してご応募ください。

詳　　細 〒０８９－１２４５　帯広市泉町西９線中８番地41

 「空の日」記念事業実行委員会事務局

 ☎０１５５－６４－５３２０

　食中毒とは、食中毒菌などが付

いている食品を食べて下痢、腹痛、

嘔吐、発熱などの症状が起こる病

気です。毎年、カンピロバクター

属菌、サルモネラ菌、ブドウ球菌

などの食中毒菌やノロウイルスに

よる食中毒が発生していますので

注意してください。

詳　　細 道保健福祉部

 食品衛生課食品安全グループ

 ☎０１１－２０４－５２６１

　家屋（車庫・物置を含む）を新

築・増築・改築した方を対象に家

屋の実地調査を行っています。

　この調査は固定資産税の評価額

を算出するために、家屋の間取り

や使用資材を見せていただくもの

です。また、家屋や土地の課税漏

れや軽減措置の適用が正しくされ

ているか、固定資産評価補助員が

実地調査を行っています。皆さん

のご協力をお願いします。

詳　　細 役場住民課課税担当

 ☎２５－２１４１内線２３３

　下水道管渠路面復旧・新設工事および道路・配水管移設工事のため、次の通り交通規制を行います。な

お、通行禁止区間であっても、区域内住民のために必要と認められる交通は確保します。

下水道管渠路面復旧等工事　　　　下水道管渠新設工事　　　　　　　　道路・配水管移設工事

＜西町５・６丁目＞　　　　　　　＜西町２・４丁目＞　　　　　　　　＜栄町２丁目＞

工事期間　　　　　　　　　　　　工事期間　　　　　　　　　　　　　工事期間

10月３日㈪まで　　　　　　　　　10月20日㈭まで　　　　　　　　　　８月22日㈪－10月31日㈪まで

詳　　細 役場建設課　☎２５－２１４１　上下水道工務担当内線３５７

 土木担当内線３７８

町職員人事異動

６月30日付退職者

横内　若菜

（国民健康保険病院看護師）

７月31日付退職者

岡本　静恵

（国民健康保険病院准看護師）

防衛医科大学校学生・
防衛大学校学生入学試験

とかち広域消防事務組合消防職員採用資格試験（後期）

乳がん・子宮がん検診のお知らせ

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro
詳　　細 自衛隊帯広募集案内所

 ☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

お知らせ

　とかち広域消防事務組合では、消防職員を募集しています。

受験区分　短大卒、高校卒、救急救命士

受付期間　９月１日㈭－９日㈮
１次試験日　９月24日㈯
申込方法　試験案内に添付されている採用試験申込書と郵便はがきを同

封の上、直接または郵送でお申し込みください。また、試験案内はとか

ち広域消防局総務課、十勝管内各消防署、帯広市役所で配布している他、

とかち広域消防事務組合ホームページにも掲載しています。

とかち広域消防事務組合ホームページ

http://fire-tokachi.hokkaido.jp/index.html
申込先・詳細 〒０８０－００１６　帯広市西６条南６丁目３番地１

 とかち広域消防局総務課人事給与係

 ☎０１５５－２６－９１２１

日　　時　９月27日㈫　午前９時30分－10時30分、午後１時－３時

　　　　　　　28日㈬　午前８時－11時

※両日時間予約制です。

場　　所　町民センター

対 象 者

＜乳 が ん＞40歳以上の女性（先着80人）

＜子宮がん＞頚部　20歳以上の女性（先着１００人）

　　　　　　婦人科エコー　頚部受診者のうち、希望される方

　　　　　　体部　頚部受診者のうち、当日の問診時に必要と思われる方

※今年から、毎年受診できるようになりました。

料　　金

＜乳 が ん＞　50歳未満（Ｘ線検査２方向撮影）　３，２００円

　　　　　　　50歳以上（Ｘ線検査１方向撮影）　２，７００円

＜子宮がん＞　頚部２，３００円

　　　　　　　婦人科エコー　１，０８０円

　　　　　　　体部（必要な方のみ）１，３００円

※生活保護世帯の方は無料です。

申込期限　８月26日㈮　午後５時まで

詳　　細 役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

募集種目 受付期間 試 験 日

防衛医科大学校

看護学科学生

９月５日㈪
－30日㈮

10月15日㈯

防衛医科大学校

医学科学生

10月29日㈯
・30日㈰

防衛大学校生

（一般前期）

11月５日㈯
・６日㈰

通行止め区間

通行止め区間

通行止め区間

総合体育館



編集後記編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで
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☆広報広聴担当になり、早いもので４

年目を迎えました。これもひとえに

地域の活動にご尽力されている皆さ

ま方あってのことと、心から感謝し

ております。

☆以前より「広報広聴担当になると自

分のカメラが欲しくなるよ」と歴代

の先輩方から言われ続けていたので

すが、私もご多分に漏れず自分のカ

メラを購入してしまいました。

☆最近、写真を撮るために出歩くこと

が多くなったのですが、同時に方向

音痴の私は道に迷うことも多くなっ

てしまったのでした。道に迷ってう

ろうろしている人を見掛けたら、そ

れは私かもしれません。

二上　大
たい

駕
が

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年９月２日生まれ）

　おままごと大好き、大駕です。

「僕、お料理大好き」と言って、

いつも鍋やおたまを持ち出して

は遊んでいます。将来は料理人

かな。

 太郎・優美さ
んの子

� （下愛冠２丁目）
干場　斗

と

羽
わ

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年８月25日生まれ）

　アンパンマンと外遊びが大好

き。最近はお兄ちゃんのするこ

とをまねして、歌ったり踊った

りするようになりました。これ

からも元気にすくすく育ってい

ってね。� 学・佳子さ
んの子

� （旭町１丁目）

永守　蓮
れん

都
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年７月６日生まれ）

　かけっこや歌が大好きな蓮都。

人懐っこく、いつも笑顔を振り

まき周りを和ませてくれます。

これからも、お姉ちゃんと仲良

く遊んで大きくなってね。

� 智・麗香さ
んの子

� （南５条４丁目）

今月の表紙

　７月９日に行われた「足寄高校観岳祭パフ

ォーマンスショー」でのスナップです。

 （⇒４ページ）　

ひとのうごき

７月末の住民基本台帳

人　口　　７，１５７　人　（－１)

　男　　　３，４７７　人　（－４)

　女　　　３，６８０　人　（＋３)

世　帯　　３，５５３世帯（－２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


